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日本海海戦 100 年 日露友好誓い慰霊祭 
日露戦争の日本海海戦から百年を迎えた 2005 年 5 月 27 日午前、長崎県対馬市上対馬町沖の

対馬海峡で海上慰霊祭があり、ロシュコフ駐日ロシア大使やコステンコ駐日ウクライナ大使、 

金子原二郎長崎県知事らが海に花束を投げ入れ、両国の戦没者を追悼した。 

  同祭は、長崎県や民間団体「対馬・歴史顕彰事業推進委員会」などでつくる実行委員会が主

催。ロシアとウクライナからの計七人を含む参加者約 340 人は同日午前 10 時半、海上自衛隊

の掃海艇二隻などで同町から数キロ沖の海上へ。ロシュコフ大使らが「日ロの友好は国益に合

致し世界平和にも大切。 相互理解を深めるために来た」などと両国の友好を誓った後、献花

し、黙とうした。 

 漁船約百隻も出て、冥福を祈った。同日午後は、海を望む同町の丘で、 百年を記念し設置し

た「平和と友好の碑」と「日露慰霊の碑」の除幕式と、日露合同慰霊祭がある。 

  日本海海戦は 1905 年 5 月 27、28 日に対馬海峡でロシアのバルチック艦隊と日本の連合艦

隊が戦火を交えた。沈没したロシア艦船から 242 人のロシア兵が対馬に漂着し、住民がこだわ

りなく世話をしたという。 

 
101 年の時空を超えて 
「当時の対馬の人々が示された人道愛は、今日に生きる私達の心に大きな感動をもたらし

た。先人が命を捧げ苦労して築き上げた今日の平和。これを守り続けることの大切さを忘れ

ず、これからも日露両国の友好を大切にしていきたい。そして世界平和を願って止みません」。

（保坂宗子） 

 2006 年 5 月 27 日対馬・歴史顕彰事業推進委員会主催の対馬沖海戦 101 周年追悼記念式典

が、上対馬町殿崎の「日露友好の丘」、国民宿舎上対馬荘他で開催された。 今年はロシア側か

ら、バルチック艦隊司令長官のロジェスト・ウェンスキー提督の曾孫にあたるジノビー・スペ

チンスキーさんと、日本側から旧日本連合艦隊司令長官東郷平八郎提督の曾孫にあたる保坂宗

子さん夫妻が来賓として来島し、両国の兵士 5120 人の英霊を慰霊、平和と友好を誓った。 

 慰霊祭の祭典（神事）が上対馬荘で厳粛に行われ、保坂さん夫妻、スペチンスキーさんとサ

ルキソフ山梨学院大学教授、永尾一二三対馬市助役、歴史顕彰事業推進委員会、西泊地区の住

民等により、玉串奉てんが行われた。 

次に殿崎「日露友好の丘」に移動。 ロシア政府が、昨年 100 周年記念式典の際建立した

「日露慰霊碑」に参列者全員で献花した。 

 続いて「平和と友好の碑」の前で、保坂さんが「私の心の支えになっていたのが、曾祖父東

郷平八郎が、ロジェスト・ウェンスキー提督をお見舞いし、互いに敬意をもって握手を交わし

ているこの絵でした。この絵が「平和と友好の碑」となったことは私にとって本当にうれしく



思います。また、私だけでなく、スペチンスキーさんもこの絵を見てお育ちになられたという

事実に大変感慨深いものがある」と話した。 

  また、ロシア側のスペチンスキーさんは、「以前から日本に来ることが夢だった。日本に来

て、また対馬に来ることは想像もしていなかった。ロシア人にとって、101 年前のことは悲劇

でしたが、当時温かくもてなしてくれたこと、また現在まで、ロシアと日本の共通の歴史を大

切にしていただいていることに心から感謝しています」と話した。その後、101 年の時空を越

えて、当事者の曾孫による感動・友好のシーンが再現された。  

 記念行事として映画「男たちの大和」を上映した。 また、27 日は歓迎レセプションで、武

末委員長は「ここ対馬の地でスペチンスキーさんと保坂さんの再会が実現できた事、これで昨

年の 100 周年記念事業が 100 パーセント仕上がった」と話した。 

 また、サルキソフ教授が、昨年 100 周年記念に来島したロシュコフ駐日大使の「皆さんのお

かげで、100 周年記念事業が盛大に挙行されて本当に感謝しています。戦後、対馬という言葉

はロシア人にとって、敗戦、敗北といった非常に悲しいイメージだったが、今は完全に違いま

す。対馬は日露友好、日露の将来の象徴です。皆様のご多幸をお祈りします」と、メッセージ

を紹介した。 

                           （記事は「対馬新聞」などから） 

 






